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【改訂】第 2 版（2010-03-18）
【科目】パルス回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

石田 等

【授業目標・教育方針】
・パルス信号の数学的取り扱い方を修得。
・トランジスタによるのパルス回路設計法を修得。
・各種パルス回路の構成と動作及び論理回路のパルス動作を修得。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
・パルス波形のフーリエ級数展開および周波数スペクトル解析法を学ぶ
・C と R で構成される線形回路および半導体素子のパルス応答について学ぶ
・パルス波形発生回路の構成と動作を理解する
・パルス波形操作回路の構成と動作を理解する
・基本ロジック回路におけるディジタル信号の扱いについて学ぶ

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：PULSE,　DIGITAL, and SWITCHING WAVEFORMS：Millman  Taub：McGRAW-HILL

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：パルス回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 パルス波の概念と解析 ・フーリエ級数と周波数スペクトル
・非正弦波及び単一パルスの取扱い
・線形回路の過渡現象

第 4 回～第 7 回 パルス回路の基礎 ・微分回路・積分回路
・ダイオードとパルス回路
・トランジスタとパルス回路
・IC（MOS トランジスタ）とパルス回路

第 8 回～第 10 回 パルス発生回路 ・マルチバイブレータ
・ブロッキング発振器、IC 発振回路
・のこぎり波発生回路、ブートストラップ回路

第 11 回～第 12 回 パルス波形操作回路 ・クリッパ、リミッタ、クランプ回路
・シュミットトリガ回路

第 13 回～第 15 回 基本ロジック回路 ・DTL 回路、TTL 回路
・nMOS インバータ回路
・nMOS ゲート回路、CMOS 回路
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